
○ 鹿児島県森林・林業の地位

２ 本県の森林・林業の現状



１ 鹿児島県の森林面積

２ スギ・ヒノキ人工林の齢級別面積（民有林）

○ 県土の６４％に相当する５９万ｈａが森林面積

○ そのうち４７％の２８万ｈａは人工林

○ スギ・ヒノキの人工林が利用可能な資源として着実に充実（19万ｈａ）
（４６～５０年生がピーク）

○ １６～４５年生の間伐対象林が３３％（年々減少）
○ ３１年生以上の利用可能な資源が９４％を占め，利用期を迎えている。

(千㎥)(ｈａ)

国有林 民有林

５９万ｈａ １５万ｈａ ４４万ｈａ

（全国１２位）
（九州　１位）

（全国１２位）
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３ 民有林の森林蓄積の推移

○民有林の森林蓄積量は 約１.２億㎥で，スギを中心に年々増大して
きたが，近年は，伐採量の増加に伴い，横ばいで推移

(千ｍ3)

４ 主な林産物等の生産状況（平成２９年）

※ 素材生産の［ ］書きは，木質バイオマス発電用の燃料として利用された木材を含む

年度



５ 木材供給量の推移

６ 県内の木材生産量・生産額の推移

○ 木材供給量は，H１５以降１６０万㎥程度で推移していたが，近年
増加傾向にあり，Ｈ２９は２３１万㎥に増加

○ 県産材は，増加傾向にあり，Ｈ２８にはＨ３以来２５年ぶりに
１００万㎥を超え，Ｈ２９は１１２万㎥に増加

○ 木材需要の増大等に伴い，県内の木材生産量は増加傾向

○ 木材生産量の増加に伴い，木材生産額も増加傾向
（Ｈ２９は１０２億円）



７ 県産材輸出量の推移

○スギ丸太等が梱包用・土木用資材等として輸出

○輸出量は中国を中心に年々増加傾向

８ 人工林伐採面積と再造林面積の現状

○ 木材需要の増大等に伴い，人工林の伐採面積は年々増加傾向

○ 一方，人工林の伐採跡地で再造林が行われる割合は，４割程度



９ 間伐実施面積の推移

○ 主伐面積の増加等に伴い，間伐実施面積は年々減少傾向

10 林業就業者数と森林組合林業技能者数の推移

○ 林業就業者数は，近年ほぼ横ばいで推移（1,500人程度）

○ 森林組合の林業技能者数は減少傾向，40歳未満の割合は３～４割で推移

3,252

（人） （％）



11 林道の開設状況

12 高性能林業機械保有台数の推移

・林道及び林業専用道（含む規格相当）の延長
・森林面積はH28.4.1現在の民有林面積

（H29年度末）



ＩＴ技術（ＧＮＳＳ（全地球測位衛星システム）やＧＩＳ（地理情
報システム）に基づく位置関連情報（Ｇ空間）やＩＣＴ（情報通
信技術））を活用して，森林の管理を“効率化”，“情報化”す
る取組

１ 森林の高精細なデータ情報基盤の構築
レーザー測量等による森林の高精細な情報を集積管理

２ 川上から川下までのサプライチェーンの構築
１の情報に木材流通情報等を加えた情報を林業事業
体，加工場，ハウスメーカー等のサプライチェーンが
共有し，必要な木材を効率的に，適正価格で流通

３ 先端技術を活用するための人材育成
ＩＴ技術を活用できる人材の育成や林業への就業，林業
関係者に技術を習得させる仕組み作り

○林業の成長産業化のためには森林のデータによる管理
が不可欠
・人手不足で人海戦術による調査・測量には限界
・木材の需要に応じた安定供給のためには，ＩＣＴ技術
による森林データの関係者間の共有が必要

５ 今後を見据えて必要となる取組

ス マ ー ト 林 業



スマート林業のイメージ

【川上では】
長野県の取組



資料：平成３０年版 森林・林業白書



高性能林業機械を活用した作業システム

○効率的な作業システムが選択できる技術者の配置

➣使用機械に応じた森林作業道の構造の選択と路線配置

➣主伐の場合は，再造林を考慮した伐採・地拵えの実施

資料：平成２９年版 森林・林業白書



○伐採者と造林者が異なる場合の事業者間の連携

○植栽を考慮した機械地拵えの方法

○植栽時期に制限のないコンテナ苗の植栽

伐採から造林までの一貫作業システム

資料：平成２９年版 森林・林業白書



深刻化する森林の野生鳥獣被害

➣近年，農林業被害は減少傾向
➣【農業被害】 北薩が最も多く，次いで熊毛，大隅が多く，獣種別

では，イノシシが北薩，大隅，シカが熊毛，北薩で多い。
➣【林業被害】 北薩が最も多く，次いで姶良・伊佐，熊毛が多く，

獣種別では，シカが多い。
➣今後，シカの生息区域が拡大すれば（大隅方面），被害の増加
が懸念


